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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 
本マニュアルは、ユーザーが Gowin EDID PROM IPを使いこなせるよう、

その機能、呼び出しと構成、およびリファレンスデザインなどについて説

明します。 

1.2 関連ドキュメント 
GOWINセミコンダクターの公式Webサイト www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NSERシリーズ安全 FPGA製品データシート(DS881) 

 GW1NRFシリーズ Bluetooth FPGA製品データシート(DS891) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 GW2ANRシリーズ FPGA製品データシート(DS961) 

 GW2AN-55  FPGA製品データシート(DS976) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS881J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS891J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS961J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS976J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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1.3 用語、略語 
本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示しま

す。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

DDC Display Data Channel 
ディスプレイ・データ・

チャンネル 

DDWG Digital Display Working Group 

デジタル・ディスプレ

イ・ワーキング・グルー

プ 

DVI Digital Visual Interface 
デジタル・ビジュアル・

インターフェース 

EDID Extended Display Identification Data 
拡張ディスプレイ識別

データ 

FPGA Field Programmable Gate Array 
フィールド・プログラマ

ブル・ゲート・アレイ 

PROM Programmable Read-only Memory 
プログラム可能な読み

出し専用メモリ 

VESA Video Electronics Standards Association 

ビデオ・エレクトロニク

ス・スタンダーズ・アソ

シエーション 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 
GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

2.1 概要 
EDIDは、VESAが DDC通信プロトコルを開発したときに策定したディ

スプレイ識別データの標準です。EDIDはディスプレイの DDCメモリに保

存されます。ディスプレイに接続された後、コンピュータは DDCチャネ

ルを介してディスプレイの DDCメモリから EDIDを読み出します。 

Gowinは EDID PROM IPを設計しました。この IPは、EDID情報を格

納する構成可能な ROMと、コンピュータが EDID情報を読み出すための

I2Cインターフェースをユーザーに提供します。 

表 2-1 Gowin EDID PROM IP 

Gowin EDID PROM IP 

ロジックリソース 表 2-2参照。 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレンスデザイン Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア GowinSynthesis® 

統合開発環境 Gowinソフトウェア(V1.9.7Beta以降) 

注記： 

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターの公式Webサイトで確認できます。 

2.2 主な特徴 
 I2Cインターフェースをサポート。 

 256バイトのメモリ容量をサポート。 

 ROMまたは RAMをサポート。 

https://www.gowinsemi.com/en/support/ip/
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2.3 リソース使用率 
Gowin EDID PROM IPは Verilogで実装されます。そのパフォーマンス

とリソース使用率は、使用されているデバイスの密度、スピードグレード

などにより異なる場合があります。 

例えば、GW1N-1シリーズ FPGAの場合、Gowin EDID PROM IPのリ

ソース使用率はと表 2-2に示すようになります。 

表 2-2リソース使用率 

シリーズ スピードグ

レード 

デバイス名 リソース使用率 備考 

GW1N-1 -6 

LUT 168 

ROMモード REG 73 

BSRAM 1 
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3機能の説明 

3.1 ブロック図 
EDIDには、メーカー名、最大画面サイズ、色設定、プリセット、リフ

レッシュレート、ディスプレイ名、シリアル番号などのデータが含まれて

います。  

Host Deviceは、EDIDを読み出すことにより、ディスプレイのいくつか

のプロパティを取得します。また、EDIDは通常 DDCによって送信されま

す。 

図 3-1ブロック図 

Host Device Display
EDID Data Transfer

 

3.2 原理図 
図 3-2ブロック図 

I2C Slave PROM

EDID PROM

SCL

SDA

 

 

図 3-2に示すように、EDID PROM IPは I2C Slaveモジュールと PROM

モジュールで構成されています。 

 I2C Slaveモジュール 
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スレーブの I2C インターフェース機能を実現し、アドレス、コマンド、

およびデータを PROMのアドレス、コマンド、およびデータに変換します。 

 PROMモジュール 

256バイトの EDID情報を格納します。 

3.3 ポート一覧 
Gowin EDID PROM IPの IOポートを図 3-3に示します。 

図 3-3 Gowin EDID PROM IPのポート図 

 
 

ポートは、構成パラメータによってわずかに異なります。Gowin EDID 

PROM IPの IOポートの詳細を表 3-1に示します。 

表 3-1 Gowin EDID PROM IPのポート一覧 

番号 信号名 方向 説明 備考 

1 I_clk I システムクロック、5~200MHz。 すべての信号

の入出力方向

は、EDID 

PROM IPを

基準としてい

ます。 

2 I_rst_n I リセット信号、アクティブ Low。 

3 I_scl I DDCの I2Cクロック信号 

4 IO_sda IO DDCの I2Cデータ信号 

5 I_mema_clk I Memoryの読み出し書き込みクロ

ック。RAMモードで有効。 

6 I_mema_rd I Memoryの読み出しイネーブル。

RAMモードで有効。 

7 I_mema_we I Memoryの書き込みイネーブル。

RAMモードで有効。 

8 I_mema_addr I Memoryのアドレス。RAMモード

で有効。 

9 I_mema_di I Memoryの書き込みデータ。RAM

モードで有効。 

10 O_mema_do O Memoryの読み出しデータ。RAM

モードで有効。 
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3.4 パラメータの構成 
表 3-2 Gowin EDID PROM IPのパラメータ 

番号 パラメータ名 範囲 デフォ

ルト値 

説明 

1 Memory Mode ROM/RA
M 

ROM メモリモード 

2 Memory Initialization File - - メモリ初期化ファイル 

3.5 EDIDの概要 
EDIDデータは、128バイトの基本データブロック(Block0)と 128バイト

の拡張データブロック(Block 1)で構成されます。Block0は必須であり、

Block1はオプションです。各バイトには、ディスプレイの情報が含まれて

います。詳しくは、VESA ENHANCED EXTENDED DISPLAY 

IDENTIFICATION DATA STANDARDを参照してください。 

Block0の詳細を図 3-4に示します。 

https://vesa.org/
https://vesa.org/
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図 3-4 Block0のデータ構造 

 

 

Block1のデータ構造を図 3-5に示します。 
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図 3-5 Block1のデータ構造 

 

3.6 タイミングの説明 
このセクションでは、Gowin EDID PROM IPのタイミングについて説明

します。 

I2Cインターフェースのタイミング(シーケンス)を図 3-6に示します。 

図 3-6 I2Cインターフェースのシーケンス 

 

 

EDID I2Cの書き込みシーケンスを図 3-7に示します。 

図 3-7 EDID I2Cの書き込みシーケンス 

S W
SLAVE 

ADDRESS
A(S) SUBADDRESS A(S) DATA A(S) DATA A(S) P...WRITE

SEQUENCE

S =  START BIT
P = STOP BIT
A(S) = ACKNOWLEDGE BY SLAVE
A(M) = ACKNOWLEDGE BY MASTER
A(S) = NO ACKNOWLEDGE BY SLAVE
A(M) = NO ACKNOWLEDGE BY MASTER

 

EDID I2Cの読み出しシーケンスを図 3-8に示します。 
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図 3-8 EDID I2Cの読み出しシーケンス 

S W
SLAVE 

ADDRESS
A(S) SUBADDRESS A(S) DATA A(M) DATA A(M) P...READ

SEQUENCE
S R

SLAVE 
ADDRESS

A(S)

S =  START BIT
P = STOP BIT
A(S) = ACKNOWLEDGE BY SLAVE
A(M) = ACKNOWLEDGE BY MASTER
A(S) = NO ACKNOWLEDGE BY SLAVE
A(M) = NO ACKNOWLEDGE BY MASTER  

 

そのうち I2C Slave Addressは 7ビットの 2進数“1010000”(16進数：

0x50)です。 

Memoryの書き込みシーケンスを図 3-9に示します。 

図 3-9 Memoryの書き込みシーケンス 

 

 

Memoryの読み出しシーケンスを図 3-10に示します。 

図 3-10 Memoryの書き込みシーケンス 
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4GUIでの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して、Gowin EDID 

PROM IPを呼び出して構成できます。 

1. IP Core Generatorを開く 

 プロジェクトが作成された後、Tools > IP Core Generatorをクリックし

て、Gowinの IPコア生成ツールを開きます(図 4-1)。 

図 4-1 IP Core Generatorを開く 

 
 

2. EDID PROM IPコアを開く 

 図 4-2に示すように、Multimedia > EDID PROMをダブルクリックして

EDID PROM IPコアの構成 GUIを開きます。 
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図 4-2 EDID PROM IPコアを開く 

 
 

3. EDID PROM IPコアの構成 GUI 

 構成 GUIの左側は EDID PROM IPコアのポート図です(図 4-3)。 

図 4-3 EDID PROM IPコアのポート図 
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4. 基本情報の構成 

 構成 GUIの上部は基本情報の構成エリアであり、本マニュアルでは、

GW2A-18Cデバイス PBGA484パッケージを例に説明します。Module 

Nameオプションには、プロジェクトが作成された後のトップレベルファ

イルの名前が表示されます。デフォルトは EDID_PROM_Top”であり、変

更できます。“File Name”は、IPコアのフォルダーです。このフォルダー

は、EDID PROM IPコアに必要なファイルを保存します。デフォルトは

“edid_prom”であり、ユーザーはこのパスを変更できます。Create Inオ

プションでは IPコアのフォルダーのパスが入力されます。デフォルトは

“(プロジェクトパス)¥src¥ edid_prom”であり、ユーザーはこのパスを変

更できます。 

図 4-4基本情報の構成 GUI 

 

 

5. Optionsタブ 

 Optionsタブで、ユーザーはメモリタイプとメモリ初期化ファイルを構

成する必要があります。 

図 4-5 Optionsタブ 
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5 リファレンスデザイン 

このセクションでは、Gowin EDID PROMのリファレンスデザイン例の

構成とその使用方法について説明します。詳細については、GOWIN公式

Webサイトの EDID PROMリファレンスデザインを参照してください。 

本リファレンスデザインでは、DK-VIDEO-GW2A-PG484開発ボードを

例として使用しています。このリファレンスデザインの基本構造を図 5-に

示します。DK-VIDEO-GW2A-PG484開発ボードの詳細については、Gowin

の公式Webサイトを参照してください。 

図 5-1リファレンスデザインの基本構造 

EDID_PROM

DK-VIDEO-GW2A-PG484 development board

GW2A18

PC

SCL

SDA

OSC
50MHz

UART to APB

UART TX

UART RX

memory 
interface

 
 

リファレンスデザインでの操作手順は次のとおりです。 

1. 50MHzのリファレンスクロックを EDIDの I2Cのサンプリングクロッ

クとして使用します。 

2. HDMIケーブルを使用してHDMI RX(J3)インターフェイスを介してPC

に接続します。PCがディスプレイを検出し、DDCチャネルを介して

EDID情報を読み出すと、推奨解像度 1280x720のディスプレイデバイ

スを識別します。 

3. シリアルデバッグ・ツールを使用して、UART経由で新しい EDID情報

を入力します。HDMIケーブルを抜き差しした後、コンピュータは新し

い EDID情報を認識します。 

http://www.gowinsemi.com/
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リファレンスデザインをボードレベルのテストに適用すると、ユーザー

は PCの画面解像度情報でディスプレイデバイスを確認したり、ロジック

アナライザまたはオシロスコープを使用してデータを観察したりできます。 

リファレンスデザインによって提供されるシミュレーションプロジェク

トでは、I2Cが EDID情報を読み出すことがシミュレートされます。tbは

シミュレーションプロジェクトのトップモジュールです。
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6 提供されるファイル 

提供されるファイルには主に、ドキュメント、デザインのソースコード、

およびリファレンスデザインが含まれています。 

6.1 ドキュメント 
フォルダには主にユーザーガイドの PDFファイルが含まれています。 

表 6-1ファイル一覧 

名称 説明 

Gowin EDID PROM IPユーザーガイド
(IPUG753) 

即ち、本マニュアル 

6.2 デザインのソースコード(暗号化) 
暗号化コードのフォルダーには、GUIで使用される、Gowin EDID PROM

の RTL暗号化コードが含まれています。 

表 6-2 EDID PROMのソースコード一覧 

名称 説明 

edid_prom.v 暗号化されている、IPコアのトップレベルファイル。

ユーザーにインターフェース情報を提供します。 

6.3 リファレンスデザイン 
Gowin EDID PROM IP RefDesignフォルダには、主に Gowin EDID 

PROM IPのネットリストファイル、リファレンスデザイン、制約ファイル、

トップレベルファイル、およびプロジェクトフォルダなどが含まれていま

す。 

表 6-3 Gowin EDID PROM RefDesignフォルダのコンテンツ一覧 

名称 説明 

test_top.v リファレンスデザインのトップモジュール 

gw_edid_prom.cst 物理制約ファイル 

gw_edid_prom.sdc タイミング制約ファイル 
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名称 説明 

edid_800x600.mi EDID Memoryの初期化ファイル例 1 

edid_1024x768.mi EDID Memoryの初期化ファイル例 2 

edid_1280x720.mi EDID Memoryの初期化ファイル例 3 

edid_prom EDID PROM IPプロジェクトフォルダ 

edid_prom.v EDID PROM IPのトップレベルファイル(暗号

化) 

edid_prom.vo EDID PROM IPのネットリストファイル 

uart_apb_mst UART-APBのプロジェクトフォルダ 

uart_apb_mst_top.v UART-APBのトップレベルファイル 

uart_apb_mst_wrapper.vo UART-APBのサブファイル(暗号化)。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 


	免責事項
	バージョン履歴
	目次
	図一覧
	表一覧
	1 本マニュアルについて
	1.1 マニュアル内容
	1.2 関連ドキュメント
	1.3 用語、略語
	1.4 テクニカル・サポートとフィードバック

	2 概要
	2.1 概要
	2.2 主な特徴
	2.3 リソース使用率

	3 機能の説明
	3.1 ブロック図
	3.2 原理図
	3.3 ポート一覧
	3.4 パラメータの構成
	3.5 EDIDの概要
	3.6 タイミングの説明

	4 GUIでの構成
	5  リファレンスデザイン
	6  提供されるファイル
	6.1 ドキュメント
	6.2 デザインのソースコード(暗号化)
	6.3 リファレンスデザイン


